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研究成果の概要（和文）：世の中の人々が明るい気持ちで生活でき，沈んだ気分を解消して明るい気分になれる
ようにすることを目標として，これまでに構築してきた「感性に基づく画像と音・音楽の相互検索システム」に
おいて，(1)動画の相互検索，(2)気分を明るくするための視覚素材と聴覚素材の調和を考慮した検索と提示，
(3)利用者の気分や季節に適応した検索，ならびに，(4)検索したい視聴覚素材の印象の直感的な指定を可能とし
た．

研究成果の概要（英文）：The final aims of this research are that people live in happy mood and that 
people could be reassured and become happy. To these ends, the followings are realized for the 
conventional multimedia data retrieval system based on impression: (1) Mutual retrieval of videos, 
(2) Retrieval and presentation of visual and audio materials considering harmony for bright feeling,
 (3) Mood and season adaptations for retrieval, and (4) Intuitive specification of the retrieval 
condition of audiovisual materials.

研究分野：マルチメディア感性工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的には，動画の特徴量からの感性の主因子の因子得点の推定手法，異なる感性空間の変換方法，動画と音・
音楽の時間的調和を取るための動画の速度における動画の背景の動きの考慮手法，オブジェクトの周期的な動き
と音のテンポとの調和手法，音楽の印象変化に合わせた画像の検索・提示方法，ならびに，検索したい視聴覚素
材の印象の直感的な指定法を考案し，マルチメディアデータ検索への季節の影響を明確化した．
社会的には，これまでにプロトタイプシステムとして実現してきた異種メディアデータ相互検索システムを一般
の人がより利用しやすくすることが可能となった．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究は感性に基づくマルチメディア検索に位置付けられる．この検索は，印象語による検索

[1]とそれ以外[2,3]に分けられ，本研究は後者に位置付けられる．後者では，ある種類のメディ
アデータを使用して異種のメディアデータを検索するという異種メディアデータ検索とするも
のが多く[2,3]，本研究もその一つである．ここでは，画像，音・音楽，動画の印象が共通の因子
（感性の主因子と呼ぶ）で表現できることを明らかにし利用している．また，視覚素材と聴覚素
材の提示において重要と言われている視聴覚素材の調和[4]に取り組んできており，視聴覚素材
の印象と調和度からの感動の程度の推定や，印象的調和度と時間的調和度からの総合的調和度
の推定を可能としてきている．利用者によって感性は異なるので利用者適応も重要である[2]．
本研究でもこの問題に対応している．さらに，気分によって検索結果を変化させる気分適応を可
能としている． 
また，動画中の人物の表情認識について，特に，「喜び」に対して検討を行ってきており，他
の研究[5]と比較して良い認識精度を得ているさらに，平面に配置した印象語の範囲を囲み，印
象の程度に応じて濃淡を付けることによって事物の印象を評価する手法（空間的印象評価法）を
提案している．感性工学研究において評価に良く使用される SD法のように離散的な語と離散的
な評価値ではなく，印象を表す面に印象の程度を付けて指定可能とするという手法であり，きめ
細かな評価が可能である．「明るくて暗い」のように相反する評価を行うことも可能である． 
ここで，視覚素材と聴覚素材を同時に提示すると，それらを単独に提示した場合と比較して，
強い印象を受けたり異なる印象を受けたりすることがある[4]．これは，通様相性に生じる共鳴
現象や調和による協合現象のためと考えられ，視覚素材と聴覚素材の調和が重要であると言わ
れている[4]．これらの現象を積極的に利用すると，視覚素材と聴覚素材を調和させて同時に提
示することにより，利用者に強い印象を与えられ，場合によっては感動を引き起こすことが可能
である．音楽療法は精神疾患に対して有効であることが知られている[6]が，本研究の成果を利
用すると，感動により[7]さらに有効な療法を開発できる可能性がある．また，近年，自殺が死亡
理由の上位にランクされ[8]，特に，20歳から 40歳までの世代の死亡理由の第一位である[9]．
これを本研究で開発する手法により解決できる可能性がある． 
これまでに応募者は，感性の主因子に基づいて，視覚素材と聴覚素材を含む異種メディアデー
タを相互に検索する手法を開発してプロトタイプシステムを構築し，画像，音・音楽の特徴量か
ら因子得点を推定可能とすることで任意のメディアデータを利用可能とし，インターネット上
の画像と音・音楽を対象とする検索システムを構築してきた．方式的には動画も相互検索が可能
で，プロトタイプシステムでは 40 個の動画と他メディアデータの相互検索が可能ではあるが，
動画の特徴量から感性の主因子の因子得点を精度良く推定できないため，その 40個以外の動画
は検索できない．また，季節による検索への影響も考慮しておらず，検索キーとするメディアデ
ータを利用者が準備しなければならないという制約もある． 
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２．研究の目的 
世の中の人々が明るい気持ちで生活でき，沈んだ気分を解消して明るい気分になれるように
することを目標として，これまでに構築してきた「感性に基づく画像と音・音楽の相互検索シス
テム」において，(1)動画の相互検索，(2)気分を明るくするための視覚素材と聴覚素材の調和を
考慮した検索と提示，(3)利用者の気分や季節に適応した検索，ならびに，(4)検索したい視聴覚
素材の印象の直感的な指定を可能とすることにより，一般の人が利用可能な感性に基づく異種
メディアデータ相互検索システムを実現することを目的とする．学術的には，動画の特徴量から
の感性の主因子の因子得点の推定，調和を考慮した視聴覚素材の検索方式，ならびに，マルチメ
ディアデータ検索への季節の影響の明確化を目的とする． 

 
３．研究の方法 
本応募課題では以下を明確化する． 
（１）動画の特徴量からの感性の主因子の因子得点の推定法 
RGBの割合や動きといった動画の特徴量から重回帰分析により感性の主因子の因子得点



を精度良く推定する回帰式を求める． 
（２）異なる動画集合に基づく因子得点集合の相互利用 
異なる因子空間を互いに変換可能とする． 

（３）視覚素材と聴覚素材の調和を考慮した検索と提示 
動画と音・音楽の時間的調和を取るための動画の速度における動画の背景の動きの考慮，
オブジェクトの周期的な動きと音のテンポとの調和，ならびに，音楽の印象変化に合わせた
画像の検索を可能とする． 
（４）検索への季節の影響の明確化と検索での利用 
検索したい視聴覚素材の季節による影響を明確化し，季節を考慮した検索を可能とする． 

（５）表情からの気分の特定と検索での利用 
利用者の表情から気分を特定し，検索において気分を利用可能とする． 

（６）検索したい視聴覚素材の印象の空間的な指定法とそれに基づく素材検索 
所望の視聴覚素材の印象の指定に空間的印象評価法の方法を利用し，その印象指定から
メディアデータを検索する手法を明確化する． 
 
４．研究成果 
４．１ 動画の特徴量からの感性の主因子の因子得点の推定法 

RGB の割合や動きといった動画の特徴量から重回帰分析により感性の主因子の因子得点を精
度良く推定する回帰式を求めることが可能となった． 

 
４．２ 変換行列を用いた複数の動画検索システムの連携法 
ある因子分析によって導出された因子得点を，別の因子分析によって導出された因子得点に
変換する手法として，変換行列を用いる方法を提案した．変換行列は，あるデータセットの因子
集合を他のデータセットの因子集合に写像し，回転を行うものと考えられることを示した． 

 
４．３ 音楽と動画の同期のための動画の速度における背景の速度の考慮 
音楽と動画を速度によって同期させる方法について検討した．ここでは，動画中の物体の速度
と背景の速度を考慮し，それらの速度と動画全体の速度の関係を明確化した．また，音楽の拍子
と動画の拍子の関係についても検討した． 
 
４．４ 動画中の物体の周期的な動きと音のテンポとの調和 
動画と音の速度や拍子のみではなく，互いのアクセント構造を調和させるために「調和間隔」
を提案し，調和間隔を使用することで，より時間的な調和が取れることを示した． 
 
４．５ 音楽の印象の変化に対応した画像検索 
音楽の感性の主因子の因子得点のユークリッド距離を非類似度として用い，音楽のある区間
の印象が大きく異なる個所を検出し，その印象に類似した画像を検索することで，音楽の印象
の変化に対応した画像検索を可能とした．また，画像の内容の連続性についても検討した． 
 
４．６ 検索への季節の影響の明確化と検索での利用 
季節を考慮した検索を可能とするために，検索したい視聴覚素材の季節による影響を印象評
価実験により明確化した．実験の結果，夏のエアコンの効いた環境では「繊細な」画像が求めら
れる傾向にあり，冬には「鋭い」画像や「うれしい」画像は求める傾向が見られなかった．  

 
４．７ 表情からの気分の特定にむけて 
表情からの気分の特定に向けて，鼻部皮膚表面温度を使用する方法について検討した．恐怖を
感じると鼻部皮膚表面温度が低下することは明らかであるが，経時変化，データに大きな変化が
生じるタイミングにおける個人差があるということが明らかになった． 
 
４．８ 検索したい視聴覚素材の印象の空間的な指定法とそれに基づく素材検索 
所望の視聴覚素材の印象の指定に空間的印象評価法を利用し，指定したい印象語を線で囲み，
その程度を濃淡で表すという印象指定からメディアデータを検索する手法を開発した． 
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